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豊田祥三「「極秘諸国城図」の鳥羽城絵図について」	 『松江歴史館研究紀要』7　2019.3
井形　進「筥崎宮周辺の中国渡来石造物―恵光院の作例を中心に―」	 『九州歴史資料館研究論集』44　2019.3
日野綾子「守房の画稿―尾形家絵画資料より―」	 『九州歴史資料館研究論集』44　2019.3
小林法子「作品紹介　鳥飼八幡宮の天満宮御縁起」	 『大宰府市公文書館紀要』13　2019.3
野村正弘「CCD搭載の旧型デジタル一眼レフカメラを使用した墨書の赤外線撮影」『飯能市立博物館研究紀要』1　2019.3
岡寺　良「福岡藩の玄界灘沿岸警備と遠見番所」	 『宗像市史研究』2　2019.3
池田敏宏「栃木県域の経塚について（覚書）」	 『とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター研究紀要』20　2019.3
酒井田千明「重要文化財「色絵松竹梅文瓶子」に関する一考察」	 『東風西声』14　2019.3
桑原有寿子「平等院浄土院所蔵阿弥陀三尊像（伝釈迦三尊像）旧表装裂に関する報告」	 『鳳翔学叢』15　2019.3
橋本遼太「横浜市宝生寺所蔵仏涅槃図の表現と伝来について―鎌倉地域における円覚寺本仏涅槃図の影響力―」
	 『神奈川県立博物館研究報告―人文科学―』45　2019.3
嶋村元宏「（研究ノート）神奈川県立歴史博物館所蔵「阿部家資料」について―備後福山藩阿部家旧蔵資史料との関係を中心に―」
	 『神奈川県立博物館研究報告―人文科学―』45　2019.3
根本佐智子「（資料紹介）神奈川県立歴史博物館所蔵「関八州大絵図」について」『神奈川県立博物館研究報告―人文科学―』45　2019.3
根本佐智子・古宮雅明「（資料紹介）松平造酒助江戸在勤日記―元治元年十一月朔日より元治二年正月十一日―」
	 『神奈川県立博物館研究報告―人文科学―』45　2019.3
橋本遼太・小井川理・半田昌規・朝賀浩「（修理報告）重要文化財「絹本着色　十王図」保存修理事業報告」	
	 『神奈川県立博物館研究報告―人文科学―』45　2019.3
橋本　章「祇園祭粽考」	 『朱雀』31　2019.3
渡邊雄二「益田兼堯像の成立背景―文明年間における雪舟の肖像画制作の背景」『天開圖畫』11　2019.3
祢津宗伸「康楽寺画工についての考察―妙法院文書による司田純道説と源豊宗説の再検討―」『仏教史学研究』61‐2　2019.3
佐藤弘夫「「陸奥国骨寺村絵図」のコスモロジー―中世日本における死と救済―」『日本思想史研究』51　2019.3
　　　　　「特集　光村コレクションの諸相」	 『根津美術館紀要此君』10　2019.3
中村修身「福岡県遠賀郡の金石文集成二　芦屋町篇」	 『史学論集』49　2019.3
小川裕久「松浦春挙《竹虎図襖》（国傳山地蔵院東海寺蔵）について」	 『史窓』49　2019.3
石川良枝「諸口紙に関する一考察」	 『広島県立歴史博物館研究紀要』21　2019.3
松橋由雄「天明の大飢饉の生き地獄を見た石工　餓死萬霊等供養塔―石工　信州　飯島増右衛門―」『伊那路』747　2019.4
村木桂子「陽和院書状にみる「長恨歌図屛風」―元禄十四年の屛風制作の一例―」『関西大学東西学術研究所紀要』52　2019.4
須田　茂「新田荘の世良田郷―市・宿を伴う中世の環濠町の景観復元を目指して―」『群馬文化』336　2019.4
伊藤悦子「「源平合戦図屛風（一の谷・屋島合戦図屛風）」諸本の改変方法と関連資料―『平治物語絵巻』や「平家物語扇面絵」など」
	 『国学院雑誌』120-4　2019.4
赤松秀亮「播磨国矢野荘における水害と損免要求―「荘家の一揆」形成の社会的論理―」『地方史研究』398　2019.4
春木晶子「武蔵野図屛風」図像の成立と展開―江戸東京博物館所蔵甲本を中心に―」『東京都江戸東京博物館紀要』10　2019.4
佐藤亜聖「歴史手帳　石造物研究の現在」	 『日本歴史』851　2019.4
赤松秀亮「在地荘官の活動からみた室町期荘園制の変容―播磨国矢野荘田所、本位田位家盛に注目して―」『ヒストリア』273　2019.4
猪岡萌菜「歌川国芳の肉筆絵馬２点の奉納者」	 『成田山文化財団年報』10　2019.04
片桐一男「蘭学家老　鷹見泉石の著作と収集の優品」	 『洋学史研究』36　2019.4
青木幸一「初期荘園」と村の景観―上総国山邊群の考古資料を中心に―」	『日本考古学』48　2019.5
黄立芸・植松瑞希訳「朱鶴年「奉使琉球図巻」（沖縄県立博物館・美術館蔵）について」『国華』1483　2019.5
島尾　新「雪舟筆　倣夏珪山水図（春景）」	 『国華』1483　2019.5
金子信久「丸山応挙筆　虎皮写生図」	 『国華』1483　2019.5
高橋あけみ「竹菱梅葵紋蒔絵女乗物」	 『国華』1483　2019.5
小寺瑛広「旧徳川昭武庭園（戸定邸庭園）における生産活動」	 『国学院雑誌』1345　2019.5
丸山裕美子「研究会講演録　平安時代の医学と『病草紙』」	 『杏雨』22　2019.5
松原　茂「研究会講演録　絵巻物の模本をめぐって」	 『杏雨』22　2019.5
田中純子「『資生圃百合図』―馬場克昌のユリ図譜―」	 『杏雨』22　2019.5
東野治之「亜欧堂田善の『医範提綱内象銅版図』―杏雨書屋蔵本による異版調査略報―」『杏雨』22　2019.5
山本陽子「大報恩寺蔵十大弟子伝優婆離像の名称について―瞳の白点表現を中心に―」『日本宗教文化史研究』23-1　2019.5
富島義幸「仁和寺の江戸時代再建と観音堂」	 『日本宗教文化史研究』23-1　2019.5
手嶋大侑「高子内親王家の荘園経営」	 『日本歴史』854　2019.5
齋藤慎一「慶長期の江戸城―「慶長江戸図」・「江戸始図」の再検討―」	 『東京都江戸東京博物館紀要』11　2019.5
山田和人「『国姓爺合戦』四段目「九仙人」の演技と演出―竹田からくり「九仙山操音曲」を手がかりに―」『国語と国文学』96-6　2019.6
廣田浩治「中世駿河国の荘園公領制―公領（国衙領）を中心に―」	 『研究論集　歴史と文化』4　2019.6
文化庁文化財第一課「新指定の文化財―美術工芸品―」	 『月刊文化財』669　2019.6
金子智他「特集　中世以降の「瓦」と社会」	 『月刊考古学ジャーナル』726　2019.6
稲葉政満他「研究報文　薄美濃紙の湿潤強さへの抄紙方法の影響」	 『紙パ技協誌』819　2019.6
伊賀なほゑ「近世播磨国の町場と陣屋町―江戸後期『国衙全図』と明治期統計にみる町場―」『歴史と神戸』334　2019.6
木下浩良「高野山山水屛風に見られる新別所の六角円堂」	 『史迹と美術』895 号　2019.6
河野徳𠮷「京都の紙　第五章　中世の料紙　引合紙」	 『百万塔』163　2019.6
三野拓也「「雑様手実」の再検討」	 『古文書研究』87　2019.6
松田朝由「開法寺池から発見された中世石造物」	 『坂出市史研究』6　2019.6
小倉慈司「古代の元号」	 『歴史と地理』725　2019.6
舘野まりみ「MOA美術館蔵「清水寺遊楽図屛風」に関する一考察」	 『MUSEUM』680　2019.6
内恵克彦「九重山修験道とその遺跡」	 『玖珠郡史談』79　2019.6
西岡芳文「中世日本における文書と情報の管理」	 『歴史学研究』985　2019.7
藤元裕二「釈迦三尊像」	 『国華』1485　2019.7
高橋真作「白衣観音図」	 『国華』1485　2019.7
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画 像 史 料 関 係 文 献 目 録
氏　名・タイトル� 出典・号数・年月　　

池橋達雄「野津隆氏蔵「元禄国絵図・出雲」について」	 『山陰史談』31　2003.12
小野喜美夫「大分県内の禽獣供養塔」	 『玖珠郡史談』54　2004.4
芥川龍男「石に刻まれた古文書（石刻文書）」	 『玖珠郡史談』54　2004.4
木下浩良「板碑の起源について」	 『日引』7　2005.10
岩崎雅美「7・8世紀の僧服とその周辺―東大寺の僧服を中心に―」	 『古代学』1　2009.3
内恵克彦「太乗妙典六十六部廻国行者―豊後国玖珠路に残る若干の資料をもとにして―」	『玖珠郡史談』63　2009.5
田中由利子「脊振弁財嶽国境論争にみる国絵図と地域信仰」	 『福岡地方史研究』48　2010.3
松山充宏「ブリをきこしめす神々―北陸の魚が彩る神饌―」	 『富山市日本海文化研究所報』45　2010.7
小野喜美夫「玖珠郡の民間信仰遺物―其ノ一、庚申塔・猿田彦塔―」	 『玖珠郡史談』67　2011.6
清水邦彦・古川登「赤坂白山神社板碑の検討―越前国赤坂新善光寺の所在を巡って―」	 『日引』13　2012.5
狭川真一「高野山奥之院の納骨信仰―出土遺物と石造物―」	 『考古学雑誌』98-2　2013.12
諸岡　勝「蕨の石造物　補遺（2）」	 『蕨市立歴史民俗資料館紀要』　2014.2
小川　保・奥村俊道・富沢　晃「歴史の中の建築　小石川後楽園得仁堂―修理に伴う史料を中心とした考察―」
	 『文化財建造物研究 保存と修理』創刊号　2016.3
中川敦之「≪資料紹介≫栗東歴史民俗博物館所蔵『里内文庫資料』所収「伊能忠敬　琵琶湖近傍大絵図資料帖」」
	 『栗東歴史民俗博物館紀要』23　2017.3
近沢恒典「古絵図からみた祝吉御所―宮崎県都城市所在「祝吉御所伝承地」に関する基礎的情報の整理―」	
	 『放送大学日本史学論叢』5　2018.3
木下　誠他「極秘諸国城図」特集」	 『松江歴史館研究紀要』6　2018.3
岡崎雄二郎他「近世来待石製石塔出現の一起源」	 『松江歴史館研究紀要』6　2018.3
義根益美「明石藩領から分離した加古郡四ヵ村における支配の変遷―大西家文書から読み取れる福里村の支配を中心に―」
	 『明石の歴史』1　2018.3
大国正美「「公儀の城郭」から「藩の城郭」へ―明石城の郭の変化と機能をめぐって―」	『明石の歴史』1　2018.3
伊坂道子「芝増上寺大門について―門前からの定点観測四〇〇年―」	 『港区立郷土資料館研究紀要』20　2018.3
磯野治司「熊谷市における板碑の形式と流通―盛期の板碑の事例―」	 『熊谷市史研究』10　2018.3
古尾谷知浩「北浦定政「平城宮大内裏鋪地図解」」	 『名古屋大学人文学研究論集』1　2018.3
岩田会津「近世鎌倉中の空間構造」	 『都市史研究』5　2018.5
堀部　猛「常陸国の調布墨書銘」	 『日本史学集録』39　2018.7
齋藤　弘「下野の板碑と中世的信仰世界の転換」	 『歴史と文化』27　2018.8
重藤智彬「「前高尾温泉神社神宮寺鐘銘文拓本」について」	 『歴史と文化』28　2018.9
山口隆介・宮崎幹子「明治時代の興福寺における仏像の移動と現所在地について―興福寺所蔵の古写真をもちいた史料学的研究―」
	 『MUSEUM』676　2018.10
　　　　　　「特集　禅とＺＥＮ」	 『美術フォーラム 21』38　2018.11
野地耕一郎「菊池要斎筆「桜図」	 『泉屋博古館紀要』34　2018.12
R. Keller KIMBROUGH　Casting Spells:Combat Charms and Secret Scrolls in the Warrior Fiction of Late Medival Japan		
	 『MONUMENTA NIPPONICA』74-2　2019
前田英之「院政期～鎌倉期の宇佐弥勒寺領」	 『九州史学』182　2019.2
高橋早紀子「不動の頭髪表現の中国的展開」	 『愛知学院大学文学部紀要』48　2019.3
阪野智啓「室町時代やまと絵屛風の金・銀・雲母技法研究」	 『愛知県立芸術大学紀要』48　2019.3
長谷川拓也「旧常陸国真壁郡下妻町の形成過程と都市構造―地方都市における旧城下町の歴史的変遷―」『茨城県立歴史館報』46　2019.3
田村正孝「中世東寺・東寺領の神文世界」	 『大手前大学史学研究所紀要』13　2019.3
中田利枝子「作品紹介　備中国二宮　鼓神社所蔵の神像群について」	 『岡山県立博物館研究報告』39　2019.3
大西泰正「〔研究余録〕前田利長の花押について」	 『金沢城研究』17　2019.3
真栄平房昭「琉球在番奉行・附役論―その死と墓をめぐる記憶―」　　　	『首里城研究』21　2019.3
大堀皓平「玉陵における石厨子の形式学的変遷」	 『首里城研究』21　2019.3
野中直之他「大東文化大学所蔵日本書跡解題  短冊古筆手鑑」	 『書道学論集』16　2019.3
神戸雅史「手鑑にみる古今伝授享受者の書跡」	 『書道学論集』16　2019.3
山本あづさ「史料紹介　市内個人蔵の御鷹場絵図について―作者狩野典信と、描かれた背景の考察―」
	 『白岡市生涯学習センター歴史資料展示室紀要』1　2019.3
水野裕史「資料紹介　狩野派≪放鷹狩猟絵巻≫西園寺家蔵」	 『鷹・鷹場・環境研究』3　2019.3
来見田博基「「湖山鴨堀」と周辺環境の変化に関する試論―「高草郡湖山村御鴨堀絵図」の紹介―」	『鷹・鷹場・環境研究』3　2019.3
西川広平「鎌倉後期山城国上桂荘の伝領と文書」	 『中央大学文学部紀要　史学』64 号　2019.3
松丸明弘「木下河岸と利根川舟運―絵図や引き札にみる旅客河岸としての繁栄―」『千葉県立関宿城博物館研究報告』23　2019.3
芝本行亮「『今上天皇大嘗祭絵巻』に見る神宮御親謁」	 『皇学館大学研究開発推進センター紀要』5　2019.3
劉　海宇「中尊寺金銀字一切経のルーツについて」	 『平泉文化研究年報』19　2019.3
佐藤健治「平泉の景観の変遷」	 『平泉文化研究年報』19　2019.3
赤澤真理・伊永陽子・森田直美「寝殿造における遊興空間と装束による演出」『平泉文化研究年報』19　2019.3
濱田　宣「国宝明王院五重塔内の木造弥勒菩薩坐像―堂内での位置付け、西大寺流律宗との関連性等について―」
	 『広島県立歴史博物館研究紀要』21　2019.3
佐藤祐花「園城寺蔵「唐人送別詩并尺牘」の伝来に関する基礎的整理	 『福岡市博物館研究紀要』28　2019.3
小山周子「明治期の錦絵版元の活動―当館所蔵小林清親「東京江戸橋之真景」版木より―」『東京都江戸東京博物館紀要』9　2019.3
高橋秀樹「兵庫県立歴史博物館所蔵『源平合戦図屛風』（三浦・畠山合戦図）について」『三浦一族研究』23　2019.3
藤岡奈緒美「作品紹介　長沢芦雪筆「寒山拾得千虎図」（西光寺蔵）」	 『松江歴史館研究紀要』7　2019.3

2（35）



活動抄録（2020年10月1日～12月31日）

10月12日　前近代日本史情報国際センター・画像史料
解析センター共催で、歴史学と情報学に関する研究会を
開催。報告者は大山航（画像センター客員教授）・中村
覚（情報センター助教）・渋谷綾子（情報センター特任
助教）。Zoomによるオンライン開催、参加者53人

10月13日　奈良文化財研究所ほか5機関との連携による
「史的文字データベース連携システム」の開発・公開に
関する記者レクチャーを開催（井上・山田）【電子くず
し字字典開発プロジェクト】

10月13日～14日　『日本荘園絵図聚影　釈文編3』（中世
2）の編纂のため、京都府立京都学・歴彩館（京都市）
および天理大学附属天理図書館（天理市）に出張し、「摂
津国垂水荘指図」や「大和国小五月郷指図」など各機関
所蔵の関係絵図を調査（榎原・高橋（敏）・土山）【荘園
絵図プロジェクト】

10月19日　東京都写真美術館にて、被爆関係ネガフィ
ルムの分析調査（谷）【古写真研究プロジェクト】

10月31日　『画像史料解析センター通信』第90号を発行
（黒嶋・三島）

11月2日～9日　函館 ･高田屋伝来の横山松三郎古写真資
料の調査（保谷 ･谷 ･高山）【古写真研究プロジェクト】

11月11日　本島 ･塩飽勤番所にて、咸臨丸乗組員古写
真の調査（谷）【古写真研究プロジェクト】

11月18日　村上市・藤基神社より新発見の内藤家歴代
肖像画を、展示中の村上市郷土資料館「村上内藤家移封
300年」展にて実見し、所蔵者等と懇談（松澤）【中近世
肖像画研究プロジェクト】

11月19日　2020年度第2回画像史料解析センター運営委
員会

11月20日　益田家所蔵益田家史料（本所寄託）のうち
「須佐十二景和歌絵巻」ほか関連史料を写真室の高山が
撮影（藤原）【中近世肖像画研究プロジェクト】

11月27日　ガラス乾板保全作業を株式会社修護に委託
するため、同社工房に搬出（谷）【本所所蔵台紙付写真・
ガラス乾板に関する研究プロジェクト】

11月　正保琉球国絵図ほか3舗の現状確認など（黒嶋・
須田・畑山）【港湾都市図プロジェクト】

12月3日～4日　京都国立博物館文化財保存修理所にて、
登録有形文化財ボードイン収集紙焼付写真アルバムの修
理検討会出席（谷）【古写真研究プロジェクト】

12月9日　本通信87～90号の誌面（一部を除く）を東京
大学学術機関リポジトリよりWeb 公開

12月17日　横山松三郎古写真資料の調査打合せ会参加
（谷）【古写真研究プロジェクト】

12月21～24日　国立歴史民俗博物館にて、正保琉球国
絵図ほか3舗のデジタルスキャンを実施（黒嶋・須田・
畑山・渡辺）【港湾都市図プロジェクト】

誌面 PDF 公開のお知らせ

　本誌87号（2019年10月）から前号90号（2020年10月刊）について、東京大学学術機関リポジトリ
（https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/）より誌面の PDF公開を始めました。ただし一部の記事は登録
せず、図版を空白とした例もあります。前号「特集　首里城と琉球王国」は全冊Web 公開です。
　本通信は、大学・図書館・博物館等の機関へ寄贈しており、個人や海外機関への送付は難しく、お読
み頂きたい方々へ届いていない場合もあります。薄手の無綴冊子で、誌名からの印象により、図書館等
では定期刊行物として登録されるに至らず、広報誌としてラックに配置というケースも多いようです。
今後も可能な範囲でWeb 公開を進め、学術情報の適切な循環流通に資したいと存じます。
　しかしながら一方で、本誌は、Web 公開・電子出版を前提とはせず、掲載図版や記事内容にWeb の
制約が及ばない編集方針で紙媒体誌面の刊行を維持していきます。図版も冊子の方がWeb 版よりも鮮
明ですので、補助的な参照手段というのが、Web 版の当面の位置付けとなります。継続保管いただい
ている図書館等におかれましては、引き続き冊子の保存をお願い申し上げます。
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